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要 旨 

概 要 

～沼津市在宅医療・介護連携推進事業普及啓発講演会～ 

「Withコロナ時代の最期の迎え方」をテーマに講演会を開催 

お問い合わせ先 

 コロナ禍で変わってきている看取りの現場や終活事情を知って、エンディングノートを活用

することや、医療・ケア等について家族や周囲の人と共有すること（人生会議：ACP）につい

て考えるための講演会です。 

１ 日 時  令和４年 12月 16日（金）14:00～16:00（受付 13:40～）  

２ 場 所  プラサヴェルデ コンベンションホール B 

           沼津市大手町 1-1-4 

３ 内 容  第一部：コロナ禍の看取りや最期の迎え方について 

第二部：終活の基本やエンディングノートの書き方について 

４ 講 師  第一部：聖隷訪問看護ステーション千本 係長 松村 舞 氏 

       第二部：株式会社鎌倉新書 代表取締役会長 清水 祐孝 氏 

５ 募集内容  沼津市民 100 人（先着順） 11/25（金）9:00受付開始 

６ 特記事項  参加費は無料です。 

       参加者には「エンディングノート」を無料プレゼントします。 

       人生会議とは、「アドバンス・ケア・プランニング（ACP）」の愛称で、 

大事にしていること、望んでいることについて、元気なうちに考えたり、 

信頼する人達と共有したりすることをいいます。 

 

沼津市役所 市民福祉部 長寿福祉課 基幹型地域包括支援センター 

直通：０５５－９34－4865  

 



【日時】 令和４年１２月１６日（金）
１４：００～1６：００ （受付１３：４０～）

【場所】 プラサヴェルデ コンベンションホール Ｂ

お問合わせ
沼津市役所 長寿福祉課
基幹型地域包括支援センター
電話 ０５５－９３４－４８６５

主催/沼津市/沼津市在宅医療・介護連携推進協議会

お申し込みは
１１／２５（金）9:00〜

裏面へ

先着１００名様

（参加費無料）

Withコロナ時代の最期の迎え方
をテーマに講演会を開催します

第一部 コロナ禍の看取りや最期の迎え方について

聖隷訪問看護ステーション千本 係長 松村 舞 氏

（緩和ケア認定看護師）

第二部 終活の基本やエンディングノートの書き方について

株式会社鎌倉新書 代表取締役会長 清水 祐孝 氏

～参加者にはエンディングノート無料プレゼント〜



ふりがな

氏 名

電話番号
― ―

（昼間連絡がつく電話番号をご記入願います。）

職 種

※いずれか、あてはまる□にチェックをつけてください。

□一般市民

□医療に関わる仕事

□福祉・介護に関わる仕事

□地域包括支援センター

□その他 （ ）

来場方法
□自家用車 ※駐車場は有料となります。(減免あり）

□それ以外

令和４年度在宅医療・介護連携推進事業講演会

Ｗithコロナ時代の最期の迎え方

参加申込書
参加を希望する方は、電話、ＦＡＸまたはメールにより、事前の参加申込をお願いします。

お申込み先 沼津市役所長寿福祉課 基幹型地域包括支援センターあて

１１／２５（金） ９：００〜 受付開始

電 話 ０５５－９34－4865 055－934－4866
ＦＡＸ ０５５－９35－0335
メール kikangatahoukatsu@city.numazu.lg.jp

※募集定員に達し次第受付を終了いたしますので、ご了承ください。
※ご記入いただいた内容は、この講演会の運営のためだけに使用します。ただし、新型コロナウイ
ルス感染が発生した場合に、必要に応じ保健所等の公的機関に提出することがあります。

※ご来場の際は、マスクの着用、検温、手指消毒等、感染予防対策へご協力頂く様お願いいたします。

会場：プラサ ヴェルデ
住所：〒410-0801

沼津市大手町1-1-4
沼津駅北口より徒歩3分

持ち物
・筆記用具
・お車の方駐車券


